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１．概要 

 

 近年、従来型の資金調達方法(借入、増資。起債)に加え、イン

ターネットを通じて趣旨に賛同した不特定多数から、資金を集め

るクラウドファンディングが盛んになっている。 

しかしながら、最近は全国的に多くの案件が上がってきており、

頭打ち感が出てきている。そのため企画書には一定レベル以上の

質を備え、かつストーリーに独自性が求められるようになってき

ている。 

 企画達成に必要な要素にはどういったものがあるのか確かめた

いと思い、「クラウドファンディングにおける独自性の高い企画構

想の要件とは」を研究テーマとした。 

 

２．クラウドファンディングとは 

  

 群衆(crowd)と資金調達(funding)を組み合わせた造語で、イン

ターネットを通じて自身の夢や活動を発信することで、趣旨に賛

同した不特定多数の人から資金を調達する仕組み。 

 日本では2011年「READYFOR」がサービスを開始。東日本大震災

の年であったことから、社会性の高い事業が多数を占めていた

が、近年中小企業が市場開拓新規事業を目的として活用してい

る。 

 従来の資金調達にはない「手軽さ」「拡散性の高さ」「テストマ

ーケティングにも使える有用性」といった観点から新たな資金調

達の形として注目を集めている。 

 プロジェクトの「起案者」とそれを支援する「支援者」の双方

の手軽さが最大の特徴。 

 

2－2 クラウドファンディングの分類 

 寄付型 

 支援先は主に社会環境、文化、子ども、被災地医療などからな

る。支援者は金銭的な対価は受け取ることはできないが、支援に

対する充足感、また寄付による税制優遇が受けられる。 

 購入型 

  

公益的な要素や創造性があるがあり、資金提供者が応援したくな

る要素があるプロジェクトが多数を占める。個人、企業、任意団

体など、実行主体は多岐にわたる。支援をした見返りとしてもの

やサービスなど様々な対価を得ることができる。支援金額によっ

て企画実行者が設定した対価を得ることができる。マーケティン

グの観点からの利用もあり、プロジェクトを訴求することで顧客

ニーズの喚起や反応の把握なども行われている。 

 金融型 

 株式発行やファンドの仕組みを利用した投資資金を募ることが

できる。支援者は会社の株式を取得することで将来の値上がりの

期待、分配といった対価を受けられる可能性がある。 

 2－3 実施方式 

 All or Nothing 

 募集期間中に、支援された総額が目標金額を達成した場合に、プ

ロジェクト成立となり、資金を受け取ることができる。不成立の

場合、資金を受け取ることはできず、支援者に全額返金される。 

 適切な目標金額の設定、アクションの実施が目標金額達成のた

めに重要である。 

 

 All In 

 目標金額以上の支援が集まったかどうかに関わらず、プロジェク

トが成立となる。目標金額に達しなかった場合でも、資金を受け

取ることができるが、実行者は掲載時にプロジェクトの実施を確

約する必要がある。 

 

３．研究の目的 

 

 本研究では、クラウドファンディングにおいて、目標金額を達

成している企画書本文に注目し、使用されている品詞、語彙のつ

ながりの傾向を明らかにする。  

 

４．研究方法 

 

 本研究は、クラウドファンディング仲介企業のREADYFORのホー



ムページから四国を中心に目標金額を達成した企画の企画書本文

を抜き出し、マイニングソフトであるKH-coderを使用してテキス

トマイニングを行い品詞分解し、企画書がどのような品詞を使っ

て構成されているか、語彙のつながりはどうかといった観点から

研究を進めていった。 

 READYFOR 

日本初・日本最大級のクラウドファンディングサービス。

2011年3月から1万件以上のプロジェクトを掲載し、100

億円以上の資金が集まる。日本最大級のクラウドファンデ

ィングサービスとして成長している。 

 

 

 

達成金額一覧 （筆者作成） 

今回は四国を中心に企画を集めた。 

 

 

図2テキストマイニング全体（筆者作成） 

５．調査結果 

 

 ここからはKH-coderを使用し得られた結果を見ていく。まず、

図2は企画書本文をすべてテキストマイニングし頻出語句を抜き

出したものである。この図から得られた結果としては、 

 サ変名詞である「支援」のワードが539件と突出してい

た。また、「応援」「活動」といったワードも見られてお

り、今回抽出した企画は自身の事業ではなく誰かを支援す

るような企画が多くなっていた。 

 支援に追随するワードとして「予定」「在庫」「発送」があ

る。これは支援に対するリターンに関連する語であること

から、目標金額達成のためには、リターンがあることも重

要であるのではないかと考えられる。また「在庫」「発送」

というワードからリターンはモノであるということも読み

取れる。手紙や感謝状といったリターンも見受けられた

が、目標金額を達成するにあたり、モノでのリターンは支

援者の目を引くのではないかと考えられる。 

 また、名詞の頻出語彙を見ると「地域」「学生」「ボランテ

ィア」といったワードは企画の独自色が良く出ているので

はないかと感じた。特に「学生」というワードだが今回抽

出した企画で学生が行っている企画は5件ほどであった

が、頻出語句に出ている。「学生」というワードは支援者の

目を引くと考え、多く使用したのだろう。 

 

6－2階層的クラスター分析 

 

 階層的クラスター分析は、抽出された語彙にどのような関連性

があるのかを明らかにし、グループごとに色分けしたものであ

る。 

 

 

図3階層的クラスター分析（筆者作成） 

階層クラスター分析の結果を見ていく。 



図3の上からオレンジ色の群を第１クラスター、水色を第２ク

ラスター、黄色を第３クラスター、紫を第４クラスター、緑を第

５クラスターとする。 

第1クラスターは「患者」「治療」「医療」などのワードで関連

がみられた。このワードは企画書分類の「医療・福祉」に多く含

まれていたワードであり、この「医療・福祉」は他の分類とは違

った語のつながりで形成されている。 

第2クラスターでは頻出語彙である「支援」のワードと「お願

い」「応援」といったワードに関連がみられた。また、「地域」と

いうワードとも関連がみられ、地域系の企画でこの「支援」「応

援」といったワードが多く使用されていることが分かる。地域系

の企画ではその地域に興味がある支援者が多いため、「支援」「応

援」のワードが入った企画が目標金額を達成しやすいのではない

かと考えられる。 

 第3クラスターは「社会」「利用」「施設」などの公的施設の企

画と「研究」「子ども」「家族」のつながりからなる社会貢献的な

語の関連性がみられた。 

 第４クラスターは「リターン」「在庫」「発送」等の支援に対す

るリターンに関するつながりが見て取れた。ここで興味深いこと

に「在庫」と「制限」というワードが深くつながっており、リタ

ーンに制限をつけることでリターンの価値を高めているのではな

いかと感じた。 

 第5クラスターでは「開催」「参加」「イベント」のワードから

イベント開催に関する企画であると考察できる。 

 ここまでそれぞれのクラスターの特徴をまとめていったが、全

体を見てみると企画の分類・属性によって使われるワードに偏り

がみられた。 

分類によって目標額達成のためのワードは決まっているのではな

いかと考えられる。 

 

 

 

６－３．共起ネットワーク 

 

 次に、共起ネットワーク図を見ていく、共起ネ

ットワーク図も階層的クラスター分析のように語

彙のつながりをみられるが、つながりの強い語彙

は太い線でつながれるため、語彙がどのようにつ

ながっているかをより深くみることができる。 

図 4 共起ネットワーク図（筆者作成） 

 図 4を見ると「支援」「お願い」「プロジェク

ト」といったワードが中心に位置し、多くの

語との関係があることが見て取れた。今回抽

出した企画ではこの語を中心として企画書本

文が構成されている。 

 特につながりの強い語彙を見てみると「支

援」に対して「皆様」というワードで強いつ



ながりがみられた。また、「リターン」「予

定」「発送」などのリターンに関連した語な

ど階層的クラスター分析でも見られた語のつ 

ながりも見受けられた。 

 共起ネットワークで新たに見受けられたのが 

「プロジェクト」「費用」「必要」といった語に強

いつながりがあったことである。企画の中で必要

な費用を明らかにし、その使い道を明確にしてい

ると考えられる。 

 全体を見ると、前述したように「支援」「お

願い」などのワードを中心にして様々な語が

複雑につながりあっている。頻出語彙は様々

な組み合わせで企画者本文の中で登場してい

るのかもしれない。 

 

 ６－４．分類で見る共起ネットワーク 

 

 6－2で見た、階層的クラスター分析では、各ク

ラスターで見受けられた語彙のつながりは企画書

の分類と同じという傾向があった。そこで企画書

の分類ごとに共起ネットワークを出し、共起ネッ

トワークではどういった傾向がみられるかを明ら

かにしていく。 

 

図 5共起ネットワーク 医療・福祉（筆者作成） 

上記は第 1クラスターで見られた医療・福祉に

分類される企画書の本文をテキストマイニング

し、共起ネットワーク図として出したものであ

る。医療・福祉系の企画では、「支援」「必要」と

いった語を中心に多くのワードとの強いつながり

が見受けられた。医療では、企画の中での支援の

必要性を訴えるため「支援」「必要」を中心に多

くの語と結びついているのでないかと考えられ

る。 

医療・福祉の分類では、リターンに関連した語

のつながりがみられなかった。医療・福祉系の企

画での支援者は、リターンをそこまで重視してい

ないのでないかと考えられる。 

 

図 6 共起ネットワーク 地域 （筆者作成） 

 次に第２クラスターで見られた地域の分類につ

いての語彙のつながりをみる。地域系の企画でつ

ながりがみられたワードは、「リターン」「在庫」

など支援者対するリターンに関するもの、「プロ

ジェクト」「予定」等からなるプロジェクトの説

明をしていると思われるものであった。地域系の

企画では、その地域の特色を出すためにその地域

特有の固有名詞が使われるため、リターンに関す

るワード、プロジェクトの大まかな説明以外には

目立った関連がみられなかったのでないかと考え

られる。 



 

図 7 共起ネットワーク 観光（筆者作成） 

  

 続いて、第 3クラスターに見られた「社会」

「施設」に関連する観光の分類をみていく。 

 観光では、「支援」「お願い」のワードを中心に 

多くの語とのつながりがみられた。観光にもリタ

ーンに関するワードがみられた。観光は全体の共

起ネットワーク図と同じように様々なワードが複

雑に関連しているという特徴がみられた。 

 

７．結果 

  

 以上の調査結果を踏まえて、気づいたことをま

とめると以下の点が挙げられる。 

 頻出語彙では、「支援」のワードがほかの語

彙の数に比べて突出していた。ここから、ク

ラウドファンディングで目標金額を達成して

いる企画は、何らかの「支援」を全面的に宣

伝しているということが考えられる。クラウ

ドファンディングでお金を投資する支援者に

とっても他者への「支援」といった企画は目

を引くものがあるのだろう。この「支援」と

いうワードに着目すると、共起ネットワーク

の中でも中心に位置し、多くの語のつながり

が見受けられた。今回抽出した企画は、「支

援」の語をいろいろな語と組み合わせ使用し

ていることが分かった。 

 また、頻出語彙では、「予定」「在庫」「発

送」といった支援者に対するリターンに関係

している語も多く見受けられた。「予定」は

多くの場面で使える語であるが、「発送」「在

庫」といった語は、支援に対するリターンと

して使用されているのがほとんどであろう。

この結果からは、クラウドファンディングの

企画を書くうえでリターンは重要な位置を占

めるのかもしれないと推測できる。今回は購

入型の企画を中心に取り扱ったためこのよう

な結果となったが、リターンのない寄付型で

はまた違った結果となっているであろう。 

 また、頻出語には全体的にポジティブな語が

目立った。集めた金額で何をするか、何をし

たいかを魅力的に見せるためにポジティブな

語を多く使っているのだと推測できる。 

 階層的クラスター分析を見ると、語のつなが

りがみられる各クラスターは、企画の分類と

同じ傾向があることが発見できた。それぞれ

の分類でしか使用されないような語がそれぞ

れにあり、その語のつながりが表れたと考え

ている。ほかの分類との差別化のためにその

分類特有の語を使うということも考えられる

のではないかと感じた。 

 

  

８．参考文献 

【1】企業統治 

吉村典久・田中一弘・伊藤博之・稲葉祐之 

【2】READYFOR ホームページ 

https://readyfor.jp/projects?yclid=

YSS.1000353958.EAIaIQobChMIg-

jv2b6u7QIVmKyWCh0htwCTEAAYASABEgLM2



PD_BwE 

 

https://relic.co.jp/battery/article

s/118 

 


